
平成 30 年 10 月吉日 

会員各位         

一般社団法人 福島県作業療法士会 

県北支部 支部長 高橋大輝    

 

 

平成 30 年度 県北支部「生活行為向上マネジメント事例検討会」開催と発表者募集のお知らせ 

 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

この度、 県北支部「生活行為向上マネジメント事例検討会」を開催することとなりました。今回の事

例検討会の発表は、基礎研修を修了した方が対象となります。基礎研修を修了していなくても聴講と検

討会への参加は可能ですので、積極的な参加をお待ちしています。 

敬具 

 

 

記 

 

１．日程：平成 31 年１月 27 日(日) 9:00～（受付 8:40～） 

      ＊発表事例数によっては開催時間に変更がある可能性があります。ご了承ください。 

 

２．場所：あづま脳神経外科病院 大会議室 

 

３．内容：MTDLP 事例検討会   

講師：根田 英之 氏（総合南東北病院 MTDLP 指導者） 

   宗像 暁美 氏（太田西ノ内病院 MTDLP 指導者） 

   高田 善栄 氏（総合南東北病院 MTDLP 指導者） 

※事例数や参加人数によって変更になる可能性があります。ご了承ください。 

 

 

４．申し込み：申し込み用紙に記入の上、FAX もしくはメールにてお申し込み下さい。 

       ※今回は発表のみの募集となりますので、お間違えの無いようお願いいたします。 

 

 

５．締め切り：平成 30 年 11 月 9 日（金）まで 

 

 

６．発表の留意点：発表に必要な資料や内容は、別紙でご確認ください。 

         発表者は現職者共通研修「10．事例報告」の対象となります。 

 

以上 

 

【お問い合わせ先】  

社会医療法人 一陽会 一陽会病院 リハビリテーション部 梅津雄志 

TEL：024-534-6715 

FAX：024-531-0427 

Mail：ot@ichiyo.jp 

 



事例検討会要綱 

 

１．目的 

１）MTDLPを用いた事例発表を通してその使い方を理解する。 

２）事例発表聴講・検討を通して 

①生活行為に焦点をあてた介入方法を学び、個別対応力を高める。 

②家族・多職種や地域との連携方法を学び、作業療法士としてのマネジメント力を高める。 

③具体的な MTDLP実践を学び、継続的な MTDLPの実践に努める。 

３）事例発表することで、自己の介入を客観的に振り返る。 

４）事例発表聴講・検討、事例発表することで、生涯教育 MTDLP事例報告の参考とし、実践に努める。 

 

２．詳細 

 １）タイムスケジュール 

   1事例当たりの所要時間 50分以上が基準となります。 

＜時間配分＞ 

事例発表・・・・・・・・・・10分 

質疑応答・・・・・・・・・・ 3分 

個人ワーク・・・・・・・・・ 5分 

グループ（5～6人）討議・・・10分 

グループ討議の結果発表・・・ ７分 

まとめ・・・・・・・・・・・ ５分 

 

 ２）提出資料 

発表者の資料は以下の通りです。事例検討会の時に参加者分準備して下さい。 

A：事例の概略や MTDLPの経過をまとめた抄録 

 ＊協会提出資料に準ずる。文字数は問わない。 

① 報告の目的（倫理的配慮に関する一文を含む） 

② 事例紹介  

③ 作業療法評価  

④ 介入の基本方針 

⑤ 作業療法計画 

⑥ 介入経過   

⑦ 結果   

⑧ 考察 

 

B：マネジメントシート・・・A4で 1枚 

     推奨：生活行為課題分析シートなどを参考資料として加えても良い 

 

  【留意点】 

・検討会の当日には、パワーポイントなどのプレゼンテーションソフトを用いて発表して下さい。 

・作成配布資料以外の画像等の資料を含めることを推奨します。 

・事例発表の際、対象者から事例発表に関する説明と同意を必ず得るようにして下さい。 

   ・当日の発表者や参加者の人数によって発表方法等に変更がある場合があります。 

   ・発表者は現職者共通研修「10．事例報告」の対象となります。 

     →発表後、「発表したことを証明する案内文・抄録・受講ポイントシール」を生涯教育部へ

提出し押印してもらって下さい。 

 


